
^はしがき^ 

まあぶっちゃけ偉大なる先人の方が作ったシケプリで十分じゃないですか、utaisakuのアレで。 

んで、過去問の解答解説をもう 1年分作ってもなんか微妙じゃないですか。 

なので(ほぼ自分用の)簡易的なサッと見直す系のプリントを作っちゃいました。 

基礎事項の確認用に、或いは何故か土日をムダに過ごしたあとの徹夜のお供にどうぞ。 

※あくまで講義内容の確認用です。予想問題ではないので注意！ちょいちょい過去問ありますけれどね。 

内容の誤りが合ったら教えてください。誤字とかそこら辺は見逃してねー。 

^はうつー^ 

問題形式になってます。テキトーに答えましょう。 

赤い下敷きでたぶん隠れます。テキトーに隠しましょう。 

きっと何処かで間違えます。テキトーにチェック入れときましょう。 

間違えたトコが気になります。テキトーに見直しましょう。 

全然覚えられない人もいるでしょう。テキトーに撤退しましょう。 

各設問のあとの数字は何回目の授業で扱ったか、です。しっかりみときましょう。 

答えの のとこはまあ答えなくていいかもって感じの部分です。 

ﾗ試験についてﾗ

持ち込み不可みたいです。残念でした！(2011年は持ち込み可だったみたいです。ずるいやずるいや！) 

毎年、大問(というか設問)が 4つです。 

問題はすべてざっくりとした記述式で、採点が大変そうな感じです。 

設問 1 と 2は現象の説明、具体例を挙げながら記述、など、結構そのキーワードに関する 

深い理解(というかちゃんとした理解、ですかね)を求められます。たまーに「それそんなに 

触れてなくない？」的なものが問われてたりしますが、某シケプリみていればたぶんできますし、 

テキトーに書いて逃げればそこそこ点はもらえるとおもいます。100優狙い？ 知りません。 

設問 3は「以下のキーワードを用いて認知脳科学に関する論述をせよ」とかいう、 

何かムチャぶりっぽい記述を求められます……が、キーワードを結び付けられればそんなに 

厳しくは無いかなあって感じです。 

設問 4はなんというか、「どう思う？」的な設問です。書きましょう。 

 

まあ何はともあれ、内容理解とキーワードどうしの結びつけが大事です。 

離れているキーワードでも結構関連してたりするので、その辺は気をつけたいところ。 





[※ 中心周辺拮抗型受容野、二重拮抗性受容野、相対運動感受性受容野の区別が出来るように！] 





当



つくった:2012_S1_31 

｣このまとめにあんまり入っていない範囲｣

  ・網膜空間処理あれこれ[2] 

・色相とかそこらへん[3] 

・錯視あれこれ[4,10] 

・バンドパスフィルター(明るさの変化強調するってやつ)[4] 

・視覚皮質(色情報の伝わる順番)、コントラスト検出[4] 

・仮現運動(光点順番に点滅 → 光点動いてる！？)[5] 

・運動の統合(まばらなランダムドットとか)[5] 

・生物学的運動、背側・腹側神経経路(背が where(動き認識)、腹が what(物認識))[5] 

・両眼視差と運動視差の詳しいおはなし、両眼間非対応、ステレオグラム、フリーヒューズ[6] 

・陰影と奥行き(影とか反射光とかが奥行き手がかりってやつ)[7] 

・視野の揺れ防止(固視微動由来かどうかの判断)、眼球運動指令のコピー(滑らかに眼が動く)[8] 

・重心動揺(、動揺病※動揺病は範囲じゃないそうです。)[8] 

・スリット視(隙間から見えるだけで認識するアレ)[9] 

・知覚的充填の神経メカニズム(神経発火とかそのへん)[9] 

・知覚の恒常性[10] 

・部分と全体のおはなし(顔はパーツから判断したりするよーとかあのあたり)[11] 


